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　セキスイハイム工業株式会社 ○ ○ ○
輸送部門を管轄している部署
が輸送会議（1回/月）で把握

○ ○ ○
環境管理員会を開始し、輸送業
者に対し伝達教育を実施

ー ー ー ○ ○ ○

輸送事業者に対し環境関連法規
（自動車No・PM法等）に対応した
車両の使用状況について定期的
な報告を受けている

○ ○ ○

部材メーカー毎の配送から、あ
る拠点を設け集約」し共同配送
することで車両数、回数を減ら
しコスト削減を図っている

○ ○ ○

弊社のユニット工法の空間を
活かし現地で使用する屋根は
ユニットの上に外構部材等は
ユニット内に積み込んで出荷
することで部材車両を削減して
いる

○ ○ ○
上記3で記載した内容と同様に
HUB配送（共同）を行うことで他
メーカー共同で配送

○ ○ ○
トラックの荷台のスペース等
を活用し太陽光パネル等を
積載し効率化を図る

○ ○ ○
部材使用日の前日〇時（時間
指定）までに納入する発注を指
示

○ ○ ○

輸送トラック毎に装着されたETC
の情報を配車係に一報を入れそ
の情報を基に各運転手に対し指
示を出し同じ目的地に行く車両
は全て効率的な走行ができる

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
輸送定例会でエコドライブ等の改善に向けた
取り組みの要請を情報共有

○ ○ ○
工場内のユニット以移行車の運転
手に対し車両内で休憩しないよう
に運転手控室等を設置

○ ○ ○
製品輸送している部門（業務課）が
生産計画も担当し日程調整を図る

○ ○ ○
部材によっては納入時一部区
間（鋼材等）船舶を使用して工
場に納入

ー ー ー

　大成ラミック株式会社　 ○ ○ ○

使用燃料に対する二酸化炭
素排出係数を算出し、四半期
毎に問題の抽出・検討を行っ
ている。

○ ○ ○
毎月会議にて報告し、情報を共
有している。

ー ー ー ○ ○ ○
委託先を選定する際は、グリーン
経営認証取得業者や、安全性優
良事業者を優先している。

○ ○ ○
国内６箇所に物流拠点を設け、
一部現地配送を行っている。

○ ○ ○

商品を入れる段ボールのサイ
ズを極力絞り、積載率を上げ
ている
納入先の合意のうえ、段ボー
ルレス化の実施

○ ○ ○
輸送先や輸送量に応じ、混載便を
利用している。

○ ○ ○
輸送業者に対し、輸送量に
応じた積載量の車両を発注
している。

○ ○ ○
営業から物流担当部署への発
注締切時間を午後２時としてい
る。

ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○

関東圏内を中心に配送エリア毎
に配車を行う事で、無駄な輸送距
離を削減している。広島・東北方
面に関してはＪＲ貨物を使用して
いる。

ー ー ー ○ ○ ○
全車デジタコを導入し、アイドリングス
トップ・エコドライブを実施・推進してい
る。

○ ○ ○
ドライバーに対し、毎月安全教育・環境に対す
る教育を実施し、エコドライブの重要性を共有
化している。

○ ○ ○

路上駐停車のないようトラックの駐
車場を確保している。
また、駐車場にアイドリングストップ
の看板を掲げている。

○ ○ ○
貨物輸送を含む物流全般を物流子
会社へ委託し、効率化を図ってい
る。

○ ○ ○

トラック輸送が主であるが、鉄
道貨物輸送（JR)や、船舶輸送
を一部活用し
ている。

ー ー ー

　株式会社タムロン　 ○ ○ ○

弊社専用便(三八五便)の二酸
化炭素排出量を把握し、CO2
削減に取り組んでいく。この排
出量も反映させた上でスコー
プ３の算出を行い、課題の検
討を行っている。

ー ー ー ○ ○ ○

外注評価プロセスの中で、
環境報告書等を入手し、エコ
ドライブなど物流CO2削減に
向けた取り組みの実施など
を確認。

○ ○ ○

「環境配慮の実施（ISO14001など
の環境マネジメントシステムの実
施・エコドライブなど物流CO2削減
に向けた取り組みの実施・低燃費
車の利用の検討など）」を評価す
る、選定プロセスの導入し、運用してい

る。

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○

弊社専用便(三八五便）を追
加依頼する際は、輸送量に
応じた適性車種での輸送を
依頼。

○ ○ ○

弊社専用便（三八五便）の配送
スケジュールを定め、それに従
い運行する。
※ただし輸送量に応じて、随時
ルールの見直しを行う。

ー ー ー ○ ○ ○

弊社専用便(三八五便)は、混
雑する時間帯を回避、又は優
先的な受入依頼等で、待機時
間が発生しないスケジュールを
定め、運行している。

ー ー ー ○ ○ ○

運送業者の選定や定期的な評価
の項目に低燃費車の利用等を定
めており、その旨を通知し、導入を
促している。提供された環境報告
書などの資料にて、低燃費車の利
用等の実施状況を確認・評価して
いる。

○ ○ ○

運送業者の外注選定や定期的な評価の
項目にエコドライブの実施等を定めてお
り、その旨を通知し、対応をお願いして
いる。提供された環境報告書などの資料
にてエコドライブの実施状況を確認・評
価している。

○ ○ ○

運送業者の選定や定期的な再評価時に使用
する「外注評価シート」にエコドライブの実施や
低燃費車の利用などの環境配慮についても確
認・評価する項目を定めており、その旨を通知
している。提供された環境報告書などの資料
にて、エコドライブの実施や低燃費車の利用な
どの状況について確認・評価し、問題がある場
合は改善をお願いしている。

○ ○ ○

弊社専用便(三八五便）が本社・青
森工場構内で積み下ろしをする際
は、アイドリングストップするように
指導している。

ー ー ー ー ー ー ー ー ー

　長谷川香料株式会社 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
納入原料の受け入れ工場見直
しによる社内横持ち輸送量の
低減

○ ○ ○ 梱包資材の軽量化 ○ ○ ○ 路線便輸送会社の利用 ○ ○ ○
委託輸送会社へ輸送車両に
見合った積載量で配達する
よう依頼

ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
集荷時間のルール化により積
込み待機時間の低減

○ ○ ○
同一製品の同一出荷先への納入
回数低減を検討している

ー ー ー ○ ○ ○
工場入門時、輸送会社運転手に渡す
「お願いカード」にアイドリングストップを
表記

ー ー ー ○ ○ ○

工場敷地内にトラック専用駐車場
あり
工場敷地内に「アイドリングストッ
プ」看板を掲示

ー ー ー ー ー ー ー ー ー

　富士フイルム株式会社　大宮事業所 ○ ○ ○

貨物輸送委託事業者におい
て、自動車から排出される二
酸化炭素の排出量を把握す
る。

○ ー ー
３年に一回、貨物輸送委託事業
者へのアンケートにて取組み状
況を確認する。

○ ー ー

３年に一回、県ホームページ
にて自動車地球温暖化対策
計画書の提出状況を確認す
る。

○ ー ー
３年に一回、貨物輸送委託事業者
へのアンケートにて環境への配慮
状況を確認する。

○ ○ ○
貨物輸送委託事業者におい
て、物流拠点を整備し荷受け・
仕分け作業の効率化を図る。

ー ー ー ○ ○ ○
混載便の利用や他社との共同輸
配送により、効率的な配送に取り
組む。

○ ○ ○
事前に積み込み物量を把握
し最適な車種・台数・便数を
手配する。

○ ○ ○
配送時間ルール徹底の働きか
けをする。

○ ○ ○
道路混雑時の輸配送見直しを働
きかける。

○ ○ ○
配送時間ルール徹底により、
輸送車両の待ち時間を削減す
る。

○ ○ ○

ミルクラン（巡回集荷）の実施およ
び経路の見直し等の工夫により、
輸送距離及び輸送回数の削減に
取り組む。

○ ○ ○ 低燃費車等の利用を働きかける。 ○ ○ ○ エコドライブの実施を働きかける。 ○ ー ー
３年に一回、貨物輸送委託事業者へのアン
ケートにて取組み状況を確認する。

○ ○ ○ アイドリングストップを働きかける。 ○ ○ ○
輸送業務は専門業者に外部委託し
ている。

○ ○ ○
貨物輸送委託事業者におい
て、鉄道輸送を活用している。

ー ー ー

　リンテック株式会社　熊谷工場 〇 〇 〇
経済産業省に毎年提出してい
る特定荷主定期報告書にて
確認

〇 〇 〇

社内の生産管理部門、輸送管理
部門及び輸送の協力会社で情
報を共有し、トラック長距離輸送
を一部RORO船にシフトする等の
CO2削減に向けた取組実施

ー ー ー 〇 〇 〇 グリーン経営認証の更新を確認。 〇 〇 〇
近郊拠点との集約運送を実施
中。

〇 〇 〇
製品輸送資材・梱包資材の軽
量化を進める。

〇 〇 〇 少量の出荷は混載便を利用する。 〇 〇 〇
積載効率と共に、複数箇所
配送による効率化を実施す
る。

〇 〇 〇
前日までに、翌日の出荷データ
を輸送の協力会社に提出して
いる。

〇 〇 〇 適宜調整している。 〇 〇 〇
一部、時間指定での納品をし
ている。

〇 〇 〇
トラック輸送を一部RORO船にシ
フトする等のCO2削減に向けた取
組実施

ー ー ー ー ー ー 〇 〇 〇 エコドライブ推進者選任届出書による確認 〇 〇 〇
アイドリングストップの表示、及び、
入場時の注意事項に明記。

〇 〇 〇

輸送業務は協力会社に委託し、社
内の生産管理部門と一部システム
を連携し、情報を共有化することに
より業務を効率化。

〇 〇 〇
トラック長距離輸送を一部
RORO船にシフトする等の
CO2削減に向けた取組実施。

〇 〇 〇
多頻度少量輸送を見直しして
いる。

4-(1)商品・荷姿・梱包資材の形状の標準
化や軽量化等による積載率の向上

1荷主の物流部門における二酸化炭素排出量の把握 2環境に配慮している貨物輸送事業者の選定 3物流拠点の活用による輸配送の効率化 4積載率の向上による輸配送の効率化

1-(1)二酸化炭素排出量の把握及び課題
等の抽出

1-(2)貨物輸送事業者と自社関連部門におけ
る情報共有及び改善に向けた取組の実施

2-(1)貨物輸送事業者に対する二酸化炭
素排出量削減計画の提出確認

2-(2)貨物輸送事業者の環境配慮の確認 3物流拠点の活用による輸配送の効率化

7低燃費車等の積極的利用及びエコドライブの促進 8サードパーティーロジスティクスの活用
9共同輸配送も視野に入れたモーダルシ

フトの推進
10その他の必要な取組

4-(2)混載便の利用や共同輸配送の取組
4-(3)輸送量及び積載率を考慮した適
正車種での発注

5-(1)発注時間及び配送時間のルール化 5-(2)道路混雑時の輸配送の見直し
5-(3)輸送車両の構内や周辺道路等にお
ける待機時間の削減のための取組

10その他の必要な取組

5計画的な貨物輸送による輸配送の効率化
6その他輸配送の効率化により輸送距離及

び回数を削減する取組

6その他輸配送の効率化により輸送距離及
び回数を削減する取組

7-(1)貨物輸送事業者に対する、低燃費車又
は省エネルギー支援機器搭載車（以下、「低
燃費車等」）の利用要請

7-(2)貨物輸送事業者に対する、エコドライブの実施
要請

7-(3)貨物輸送事業者に対する、低燃費車等の利用状況
やエコドライブの実施状況の確認、改善に向けた取組の
実施

7-(4)構内アイドリング防止のための取組 8サードパーティーロジスティクスの活用
9共同輸配送も視野に入れたモーダルシ
フトの推進


